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としてHPLC法最速の標準（STD）





〔2〕Variantモード

GHb V型では最も頻繁に現われる異常Hb（HbS）

についてのみ影響を回避することが可能であったが、

その他の異常Hbの影響を回避することはできなかっ

た。G7では新たに搭載した吸引グラジエント機能に

より分離条件を精密化することで、これまで分離でき

なかった異常Hb（HbD,  C）を分離し、異常Hbの影

響回避を可能とした。

（1）基本性能

図３（B）にVariantモードのクロマトグラムを示す。

VariantモードではSTDモードの６分画に加えて、異

常Hb用に３分画（H-V0,  1,  2）を用意しHbを最大９

分画へ分離することとした。

図４（B）にGHb V型との相関性を示す。両装置間

では分画数が異なるためクロマトグラムには大きな差

異がある。しかし、測定結果の相関係数は0.99以上で

良好な相関性を得ることができた。

再現性についても表２（B）に示すようにSTDモー

ド同様、同時再現性（n＝20）、日差再現性（n＝5）

ともCV％は1％以下であった。

〔3〕Thalassemia² も 膘



で主要な異常Hb（HbD,  S,  C）を分離し、HbFおよ

びHbA2の測定が可咎2ゃHbA2


